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「個を尊重する保育・子育て」とは？ 保育園のあり方は・・・
日本でのジェンダー・ギャップ指数は 2023 年版ランキングで 146 カ国中 125 位と、2006 年の公表

開始以来最低を示しました。そもそも「ジェンダー（Gender」）とは文化的・社会的に
構築した性差の概念のことで、男性の身体を持つ人は男性として、女性の場合も然り、

性としてのふるまいを社会から期待されています。

「男の子なんだから泣かないの。」「女の子なんだから優しくしてあげて。」よく耳にしませんか？

家庭でも「お兄ちゃんなんだから」「お姉ちゃんだから」って言っていませんか？

小さな頃からそんな言葉を聞かされて育つと、知らず知らずのうちに自分の性に対する社会（学校

・地域・職場等）での役割、存在意義、価値観などを「そうあらねばならない」と固定してしまい、

その子の持つ可能性を狭めてしまうと言われています。しかし、小さな頃よりそう言われて育った人

が現在親になたり、社会を構成し、リーダーシップを取っています。子ども達と関わる大人自身がう

えつけられたジェンダー意識を自覚を持って変えていかないと日本はいつまで経ってもジェンダーギ

ャップ指数低位をキープしてしまうのではないでしょうか。

そんな事を懸念し、個を尊重する事を重要視した保育園が東京にあります。そこは保

育士の性別は男女が半々（より社会や家庭の構成に近づけるため、女性保育士だけは不

自然）、園児を年齢別に分けない、その日にしたい活動や食事の場所を園児が選べるよ

うに年齢別の教室はなく、大きなワンルーム形式で、色んなところで年齢に関係なくや

りたいことに分かれて遊べる等、ちょっと違うとりくみをする保育園です。『こうある

べき』をこどもに強いないのです。20 年以上前に自分の子の保育参観で皆がそろってお絵かきをし
ているその絵が、ほとんど変わらない構成だったのを見て一瞬怖くなったのを覚えています。子ども

達が日頃の園生活で自分のあり方（協調性）を知らず知らずのうちに認識していたのでしょうね。悪

く言うと没個性でした。

上記の保育園は中日新聞 5月15日付けに掲載されていました。その文中でジェンダーを研究してい
る堀川修平（埼玉大ダイバーシティ推進センター特定プロジェクト研究員）は「幼い頃からその子の

属性ではなく、個々の特徴やニーズが大切にされる保育・教育はとても有意義」と語ってました。

これから保育園を探す方達、あるいは今、園児を持つ方達の参考になればと思います。

増える どうすればいいの？
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赤ちゃん100人に20～30人がアトピー？
21世紀はアレルギーの時代と言っても過

言ではありません。大人には花粉症が、子

どもや赤ちゃんにはアトピーが異常に増え

ています。「去年まで大丈夫だったのに今年

から花粉症になった」とよく耳にしますし、自治体の

乳幼児健診では、年々アトピー様の皮膚をしている赤

ちゃんが増えています。痒さにぐずつく赤ちゃんを、

花粉症で鼻がぐずつくお母さんがあやしているなんて

笑い話じゃありませんが、現実なのです。40～50年前
の赤ちゃんや子ども達にアトピーは殆どありませんで

した。野山を駆け回って出来た傷やあざがあっても、

普通のつるんとした皮膚でした。それが、近年異常に

アトピー様の皮膚をした赤ちゃんや子ども達が目立つ
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のはどうしてなんでしょうか？アトピー患者だけでも

年間１万人以上診ている、三宅健医師（東京・三宅小

児科）のデータでも赤ちゃん100人に20～30人がアト

ピーになる可能性があり、殆どが発症は６ヶ月まで。

そして、原因となるアレルゲンは殆どが「食物」だそ

うです。経過は一部が１歳迄に症状が改善され、８割

は小学校に入学するまでに症状が出なくなり、大人

までアトピーを引きずる人は少数いますが、多くの

場合は過剰な心配は逆効果だそうです。又、食物ア

レルギーの場合、アレルゲン（アレルギーの原因）を

特定し、早期に除去食を行うことで改善す

るとも言っています。

アレルゲンは
卵・牛乳・大豆が３大アレルゲンとし
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て有名ですが、最近はそれ以外にもゴマや小

麦、米等も出てきています。ごまに関しては

健康ブームから離乳食にも多用されるように

なったこと、小麦は母親世代が小麦製品であるパスタ

やパン、ケーキ、クッキーを常用して育ってきたこと

が影響していると三宅医師は言います。つまり、食の

西洋化が多少なりとも影響しているのではないでしょ

うか？食は身体を創る基になる物です。健康な身体を

創れない食は当然見直しを計らなければ成らないので

はないでしょうか。

離乳食の影響
赤ちゃんの場合見直さなければならない食は離乳食

です。母子健康手帳では「生後５ヶ月頃から離乳が始

められる」「早くても４ヶ月以降、遅れた場日は６ヶ月

中に開始することが望ましい」と記載されています。

“生後５ヶ月頃”は1958年の旧文部省が指針を

作りました。それ以前の離乳開始は平均７．２ヶ月

と、今から思うと非常に遅かったのです。体格の良

い欧米の赤ちゃんに負けないようにと、国は人工

乳を薦め、離乳の開始と完了の早期化を目指した結果が

“生後５ヶ月頃”だったのです。

しかし、日本免疫病治療研究会の西原克成会長は「１

歳前後まで母乳だけで育て、離乳食は与えない方が良

い」と早期の離乳食開始を否定しています。人間の腸

は１歳から２歳で完成され、それ迄は母乳以外の栄養

は完全に消化できません。未完成の腸は人工乳や離乳

食を未消化のまま吸収するために異種タンパク質（人

間以外のタンパク質の事、つまり人工乳は牛のタンパ

ク質）が血液に入りアレルギーの原因となるそうです。

聖マリアンナ病院周産期センター長の堀内勁教授も

「母乳の場合極端に言えば１歳まで離乳食を与えなく

ても発育に影響はない」と言っていますが、「赤ちゃん

は６ヶ月頃から両親が食べるのを見てよだれを垂らし

たり、食べたそうな表情をします。そういう行動をし

たら離乳食を始めたらいい」とも言っています。西原

克成会長も堀内勁教授も共に早期の離乳食開始には批

判的なのです。

果汁の目的は？
果汁は離乳準備食として飲ませる習慣があり

ます。人工乳が広まった初期の時代に、それを飲んで

いる赤ちゃんが、生後４～５ヶ月頃になると血液の病

気を発症する事が増え、その原因が人工乳中のビタミ

ンＣ不

足であったことから、それの治療にビタミンＣを多く

含む果汁が与えられたのです。いつの間にか人工乳の赤ち

ゃんだけでなく母乳の赤ちゃんにも果汁を飲ませる様になり

ましたが、母乳の赤ちゃんにはビタミンＣ不足になることはな

く果汁は不要であり、又、人工乳も近年の研究開発でビタミ

ンＣ不足が解消され、こちらも果汁は不要なのです。

ビタミンＣ

果汁の糖分11％は赤ちゃんに有害？
堀内勁教授は「果汁の糖分は 11 ％と高

く、母乳は２％。人間の小腸は２％の糖分

を含む食べ物（赤ちゃんの場合母乳）の吸

収が最も良く、それより高い濃度の糖分は

大腸に運ばれ、細菌で発酵してガスを発生させたり、

下痢の原因にもなる」と言っています。アメリカの小児

科学会はそういった果汁の影響から2001年には「母乳栄養

児には６ヶ月前には果汁は決して与えてはならない」と勧告

しています。果汁も離乳食同様にアレルギーや様々な病気

の誘因となる可能性があるのであり、早期に与えるこ

とは考えていかなければならないと思います。離乳食

は食品の素材の味を覚えるために味付けをせずに与え

ます。その前においしい果汁を与えるのは矛盾します。

おいしいものはもっと後で良いでしょう。
『赤ちゃん学を知っていますか？』新潮文庫参照

お産子の家 6月の予定表
2日(火)10:30～ マミーハウス

7日(日) 7:00～太郎坊に登ろう会
9日(火) 9:00～(第 1回目)鍼灸の日
12日(金)10:30～ ベビーマッサージ

13日(土)13:30～ しあわせお産相談会

16日(火)10:30～ 産後/13:00～産前セルフ整体
20日(土)13:30～お産塾「お産の体験談を聞く」
23日(火)9:00～ (第 2回目)鍼灸の日
27日(土)13:30～ 八幡ママパパ教室

「妊娠～出産～子育ての話」

＊6月の猿の群れはお休みです

6月の【おっぱい塾】10:00~
5日(土)お産子の家
11日(木)八幡湖東信用金庫2階
23日(火)水口マルーム
25日(火)安土コミセン
27日(木)彦根子どもセンター

インスタ

よろしく！

『赤ちゃんの不思議な能力part4』は約20年
前の当機関誌記事の紹介ですが、その状況はか

なり変わっていきており、特に乳児のアトピー

に関しては結構減っている様に思います。

医学的治療方法や塗り薬が良くなったのか、あるいは

予防として全身に保湿剤（ワセリンが多い）を塗布し、

バリア機能を高め、保湿と保護を行うようになった効果

か、又は離乳食の開始時期を遅らせた事か、果汁が無く

なったのが良かったのか、あるいはその全ての対応の結

果なのか？わかりませんが、アトピーに苦しむ子が減っ

たのであれば、それは非常に良いことだと思います。

アレルギーと違いますが、最近の変化で液体ミルクが

販売されるようになりました。便利ですがそれは緊急避

難用に使用するものと理解して頂きたいです。


